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同
窓
会
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
　
　
　
　
同
窓
会
会
長　
笹
本　
陵
太

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
令
和
３
年
度
よ
り
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
言
語
聴
覚
学
専
攻
３
期
生

の
笹
本
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
も
同
窓
会
の
発
展
の

た
め
役
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、今
年
も
無
事
に
同
窓
会
誌
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
」
で
は
、
通
常
の
活
動
報
告
に
加
え
、
各
専

攻
の
新
し
い
先
生
方
の
ご
挨
拶
や
新
し
く
大
学
に
で

き
た
施
設
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
同
窓
会
で
は
今
年
度
、
誠
佑
記
念
病
院
の
北
出

貴
則
先
生
に
「
車
椅
子
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
評
価
と
実

践
」、車
椅
子
ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
三
代
達
也
先
生
に
「
世

界
一
周
車
い
す
ト
ラ
ベ
ラ
ー
が
私
た
ち
に
伝
え
た
い

こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
前

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
研
修
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
臨
床
現
場
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
皆
様
と
共
に
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

機
会
、
ま
た
先
輩
後
輩
が
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
の

卒
業
生
と
し
て
今
後
も
一
緒
に
大
学
や
同
窓

会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
度

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

教

員
挨

拶

■   

ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　
　
　
熊
本
保
健
科
学
大
学
学
長

　
竹
屋　
元
裕

　

９
月
一
杯
で
国
内
の
緊
急
事
態
宣
言
と
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
全
面
解
除
と
な
り

ま
し
た
。
熊
本
県
で
も
重
点
措
置
が
解
除
さ

れ
、
新
規
感
染
者
数
も
目
に
見
え
る
ほ
ど
に

減
っ
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
収
束
に
は
、
ほ
ど
遠
い

状
況
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
図
る
た
め
の
戦
略
と

し
て
、
政
府
か
ら
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
」
で
あ
る
こ
と
と

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
で
陰
性
」
で
あ
る
こ
と

を
合
わ
せ
て
証
明
す
る
こ
と
で
行
動
制
限
を

緩
和
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
本
学
で
は

９
月
上
旬
ま
で
に
２
回
の
職
域
接
種
を
終
了

し
、
学
部
学
生
の
接
種
率
は
ほ
ぼ
90
％
と
な

り
ま
し
た
。
学
内
で
構
築
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
併
用
す
る
こ
と
で
、
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
方
針
に
従
っ
て
、
可
能
な

部
分
か
ら
制
限
を
緩
和
し
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
時
代
に
即
し
た
教
育
体
制
を
構
築
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
笹
本
陵
太
会
長
を
は
じ
め
各
同
窓

会
会
長
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
「
熊
保
大
夢
基
金
」
を
活
用
し
た
学
生

へ
の
経
済
的
支
援
や
卒
業
生
に
よ
る
在
校
生

を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
縮
小
傾
向
を
う
け
て
、
「
久
し
ぶ

り
、
元
気
か
い
」
の
再
開
を
皮
切
り
に
大
学

と
同
窓
会
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

は
じ
め
ま
し
て

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
科
長　
田
中　
　
聡

　

本
年
度
か
ら
学
科
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た

田
中 

聡
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
な
が
ら
、
臨
床
現
場
で
働
か
れ
て

い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ま
は
、
大
変
な
ご
苦
労

を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
学
で
は
、

９
割
ほ
ど
の
学
生
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、
一
部
、
対
面
授
業
や
演
習
を
再
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
完
全
な
再
開
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
施
設
の
ご
厚
意
で
、
学
外
で

の
臨
床
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
て
お

り
ま
す
。
実
習
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
施
設
の
多
く
は
、
本
学
の
卒
業
生
の
皆

さ
ま
が
在
籍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
学
の
学

生
の
た
め
に
実
習
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る

の
は
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
普
段
か
ら
の
ご

活
躍
の
賜
物
で
あ
り
、
本
学
の
大
き
な
財
産

で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
実
習
先
に

伺
っ
た
際
に
は
、
先
生
方
か
ら
「
大
学
と
臨

床
現
場
と
の
連
携
を
深
め
、
後
進
の
教
育
に

努
め
ま
し
ょ
う
」
と
、
暖
か
く
、
深
い
お
言

葉
を
よ
く
頂
戴
し
ま
す
。
医
療
人
を
目
指
す

学
生
に
対
し
て
、
学
内
だ
け
で
は
十
分
に
教

え
る
こ
と
の
出
来
な
い
事
柄
も
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
遠
隔
で
の
授
業
が
多
く
な
り
、

色
々
と
不
慣
れ
な
学
生
が
実
習
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
本
学
の
学
生
が
、
し
っ
か
り
と
医

療
人
と
し
て
の
自
覚
持
ち
、
医
療
の
現
場

へ
と
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

■  

理
学
療
法
学
専
攻
２
．
０

　
　
　
理
学
療
法
学
専
攻　

専
攻
長　
久
保　
高
明

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

ま
ず
は
、
昨
年
度
の
本
誌
に
引
き
続
き
、

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
後
期
よ
り
、
学
内
の

医
学
検
査
学
科
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
を
確
認
の
後
、
臨

床
実
習
を
依
頼
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
原
稿
執
筆
時
点
（
８
／
13
）
ま

で
に
、
希
望
学
生
・
教
職
員
の
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
職
域
接
種
が
終
わ
り
ま
し
た
。
熊
本

県
内
の
感
染
者
数
は
増
加
の
１
歩
を
辿
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
臨
床

実
習
や
対
面
講
義
の
不
安
は
か
な
り
低
減
出

来
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
専
攻
は
令
和
４
年
度
に
向
け
て

募
集
定
員
20
名
増
か
つ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
新
設
を
国
に
申
請
中
で

す
。
近
年
言
わ
れ
る
「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
に
お
い
て
、
国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
い
つ
ま

で
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
に
「
ヒ
ト
の
動
き
を
評
価
す
る
・
向
上
さ

せ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
理
学
療
法

士
」
は
そ
の
最
適
解
と
し
て
存
在
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論
や
ス

ポ
ー
ツ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
論
な
ど
の
座
学

に
加
え
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
現

場
等
に
足
を
運
ぶ
演
習
系
の
科
目
も
あ
る
の

は
す
ご
く
魅
力
的
で
す
。
今
後
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
本
専
攻
に
ご
期
待
く
だ
さ
い

ま
せ
。

■   

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
臨

床
実
習
に
つ
い
て

　
　
　
生
活
機
能
療
法
学
専
攻

専
攻
長　
山
野　
克
明

　

本
年
度
よ
り
生
活
機
能
療
法
学
専
攻
長
を

務
め
て
お
り
ま
す
山
野
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
理
学
療
法
士
作
業
療
法

士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
が
改
訂
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
昨
年
度
の
入
学
生
よ
り
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
１
年
次
に
見
学
実

習
（
１
週
間
）
、
２
年
次
に
地
域
実
習
（
２

週
間
）
を
配
当
し
、
地
域
お
け
る
作
業
療
法

士
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が

ら
３
年
次
以
降
の
評
価
実
習
（
４
週
間
）
な

ら
び
に
総
合
臨
床
実
習
（
８
週
間
×
２
回
）

に
つ
な
げ
る
科
目
配
当
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
専
攻
で
は
臨
床
実
習
の
質
を
高
め
る
た

め
の
一
環
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
大
学
教
員

が
臨
床
実
習
の
進
捗
度
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
臨
床

実
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
既
に
い
く
つ
か
の
実
習
施
設
に
ト
ラ

イ
ア
ル
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
学
生
お
よ

び
臨
床
実
習
指
導
者
か
ら
好
評
を
頂
い
て
い

ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
学
生

と
面
談
す
る
機
会
を
つ
く
れ
ば
、
遠
方
で
実

習
を
し
て
い
る
学
生
に
対
し
教
員
が
対
面
に

近
い
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
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り
ま
す
。
学
生
が
安
心
し
て
実
習
で
き
る
環

境
を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
は
日
常
業
務
に
加
え
、

臨
床
実
習
指
導
者
講
習
会
の
申
し
込
み
や
受

講
な
ど
ご
多
忙
の
日
々
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
後
輩
の
育
成
に
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■  

同
窓
会
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　
　
　
言
語
聴
覚
学
専
攻

専
攻
長　
大
塚　
裕
一

　

世
の
中
は
相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
で
ま

だ
ま
だ
落
ち
着
け
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
に

は
、
来
年
の
今
頃
に
は
コ
ロ
ナ
も
終
息
し
、

様
々
な
活
動
も
再
開
し
て
い
る
の
か
な
と
予

測
し
て
い
た
の
で
す
が
、
個
人
的
に
甘
い
見

通
し
だ
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
も
い
つ
ま
で
こ
の
状
況
が
続
く
の
か
も
不

透
明
な
状
況
で
、
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
も
大
変
な
状
況
が
続
い

て
い
る
も
の
と
推
察
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
学
校
で
は
な
ん
と
か
職
員
の
方

と
協
力
し
合
い
、
遠
隔
講
義
と
並
行
し
て
対

面
講
義
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す

が
、
学
生
さ
ん
の
学
習
環
境
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
事
実
は
変
え
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
き
っ
と
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
が

影
響
し
た
の
か
、
実
は
皆
様
方
の
後
輩
に
関

し
て
、
学
内
生
活
や
実
習
に
関
連
す
る
こ
と

で
時
折
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
多
く
の
学
生
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
、
特
定
の
期
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
外

出
、
部
活
動
等
様
々
な
活
動
の
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
制
限

さ
れ
た
活
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
、
指
導
さ

れ
る
べ
き
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
実
習
や

勉
強
会
な
ど
で
本
学
の
学
生
に
会
う
機
会
が

あ
れ
ば
、
そ
の
際
、
先
輩
か
ら
の
助
言
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
一

層
、
守
る
べ
き
ル
ー
ル
、
医
療
人
と
し
て
の

心
替
え
な
ど
を
意
識
し
た
行
動
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
来
年
は
き
っ
と
コ
ロ
ナ
も
終
息
し
て
い

る
こ
と
を
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理学療法学科専攻
荒木 理恵　先生（理学療法士　特任講師）

　週に数日勤務され、「スポーツ理学療法学」や「理学療法評価学Ⅰ」の講義をされ
ています。大学以外では、パーソナルトレーナーや、高校の運動部のチームトレーナー
等をされているとのこと。
　趣味はバドミントンで、中学時代からずっとされており、中学では全国大会で団体
３位、高校時代は全国大会で団体準優勝を経験されています。

新任教員紹介 新任の先生に趣味をうかがいました！
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　毎年、同窓会にて講演会・勉強会を企画しています。より皆様にとって有意義な機会にするために、
講演会・勉強会の希望を受け付けています。
　この講師・先生の講演を聞いてみたい、こんなテーマで開催してほしい、など皆様から頂いた希望を
同窓会がサポートできればと考えています。
　皆様からの貴重なご意見・ご要望をお待ちしています。

同窓会学術局
連絡先　Email：2019khsu＠gmail.com

講演会テーマ希望受付

令和３年度　研修会報告

　北出先生の車いすシーティングの講義では、
イラストや動画を用いてシーティングの評価方
法や考え方、また実技としてタオル等を用いて
簡単に実践できるシーティングをご講演してい
ただきました。

　三代先生のランチョンセミナーでは、ご自身
の体験を当時の写真を用いながら、当時の心境
やリハビリへの率直な意見、前に進むために必
要な考え方などをご講演していただきました。

　同窓会では今後も様々なテーマで講演会を実
施していく予定です。
　学びの場として、また、卒業生同士の交流の
場としても、たくさんの参加をお待ちしています。

令和３年９月５日　　同窓会学術研修会を行いました

　昨年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響
を受け、研修会開催が見送られましたが、今年
度は皆様のご協力もありオンライン形式で研修
会を開催することができました。

「車いすシーティングの評価と実践」
「世界一周車いすトラベラーが私たちに伝えた
いこと」
の２つをテーマに、講師に北出貴則先生、三代
達也先生を迎え、延べ70人程の参加がありま
した。
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熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会会則
 平成30年４月１日制定

第１章　総　　則
第１条　この会は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会という。
第２条　 この会は、本部を熊本保健科学大学リハビリテーション学科内（熊本市北区和

泉町325番地）におく。
第３条　 この会は、会員相互の親睦を図ると共に、学術技能の向上に努め、母校の名声

を宣揚し、その発展に寄与することを目的とする。
第４条　この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　１　各専攻間の連携・親睦を深めること。
　　２　同窓会誌及び同窓会会員名簿発行に関すること。
　　３　学術研修会及び研究発表会に関すること。
　　４　その他この会の目的を達成するため必要な事業。

第２章　会　　員
第１条　この会の会員は、次のとおりとする。
　　　　正会員　　熊本保健科学大学リハビリテーション学科を卒業したもの。
　　　　特別会員　熊本保健科学大学職員で、会長の推薦したもの。
　　　　準会員　　熊本保健科学大学学生
第２条　 この会の会員（特別会員を除く）になろうとする者は、総会に於て定められた

会費を納入しなければならない。
第３条　 会員は、氏名、住所、勤務先等に変更が生じた場合は、その都度指定した連絡

先に通知するものとする。

第３章　役　　員
第１条　この会に、次の役員をおく。
　会長　　　　　　１名
　副会長　　　　　２名
　評議員　　　　　４名
　会計　　　　　　２名（事務局・学術局から１名）
　監事　　　　　　２名
　常任委員　　　　各専攻・各期から２名

第２条　役員の選出方法は次のとおりとする。
　　１　会長及び副会長は、正会員の中より評議員会において選出する。
　　２　評議員及び会計・監事は、常任委員会において常任委員の中から選出する。
　　３　常任委員は、総会において会員の中から選出する。
第３条　役員の職責は、次のとおりとする。
　　１　会長は、この会を代表し、会務を統轄する。
　　２　副会長は、会長を補佐し、会長に支障ある時はこれを代行する。
　　３　評議員会は、会長の諮問する重要事項を審議する。
　　４　監事は、この会の経理を監査し、評議員会に報告する。
第４条　役員の任期は、次のとおりにする。
　　１　会長は、任期を１年とする。　　
　　２　副会長及び会計・監事・評議員は、任期を１年とする。　　
　　３　常任委員は、任期を任意とする。
第５条　この会は、本部に事務局と学術局を設ける。
第６条　事務局は、常任委員より選出し、庶務部、企画部の係をおく。
　　１　庶務は、会員の異動調査及び会員名簿の出版等庶務一般の管理を担当する。
　　２　企画は、総会・同窓会誌・講演会・懇親会の企画及び業務を担当する。
第７条　学術局は、常任委員より選出し、学術研修部、研究発表部の係をおく。
　　１　学術研修部は、研修会の企画・運営を担当する。
　　２　研究発表部は、研究発表会の企画・運営を担当する。

第４章　会　　議
第１条　会議は、総会及び評議員会とする。
第２条　総会は、次のとおりとする。
　　１　 毎年本校において開催する。但し都合によって開催地を変更することができる。
　　２　 次年度の事業・予算決定、前年度の事業・決算報告の承認、その他会長が付議

した重要な事項を議決する。
　　３　議事は、出席者の過半数をもって決する。
　　４　総会の欠席者は、議決に関する一切の権限を議長に一任することとする。
第３条  評議員会は、次のとおりとする。
　　１　会長が必要に応じてこれを招集する。
　　２　 総会に付議すべき事項、事業の執行に関する事項、その他会長が付議した事項

について議決するものとする。

第５章　会　　計
第１条　この会の経費は、会費、寄付金、賦課金及びその他の収入とする。

第２条　予算及び決算については、次のとおりとする。
　　１　この会の予算及び決算は、総会においてその承認を得なければならない。
　　２　 決算書には、すべての財源及び使途ならびに現在の経理状況を明らかにし、会

計監査を受け、その意見書を添付しなければならない。
第３条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
第４条　この会の会計経理は、この会則に定めるもののほか、会計規則で定める。

第６章　会則の変更
第１条　この会の会則の改正は、総会において承認をうけなければならない。

付　則
１　この会則は、平成25年８月３日から施行する。
２　この会則は、一部改訂し、平成28年４月１日から施行する。
３　この会則は、一部改訂し、平成29年４月１日から施工する。
４　この会則は、一部改訂し、平成30年４月１日から施工する。

細　則
（会費・入会金・納入時期）
１　第２章第２条による会費は、永年会費5,000円、入会金5,000円とする。
２　会費は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科入学時に納入するものとする。
３　準会員で退学したものは申し出により会費を返金するものとする。
 

会　　計　　規　　則
 平成30年４月１日制定

第１条　この規則は、会則第５章に基づき、会計に関する必要な事項を定める。
第２条　 会計は、経費及び物品の出納事務を取り扱い、会計担当常任委員がこれを行う。
第３条　 出納の事務は、すべて文書により処理し、会長の決済を経なければならない。

但し、請求書または領収書徴収不能の場合は、会長または会計担当常任委員以外
の常任委員１名以上の認定を以て、これに変えることができる。

第４条　会計または支出に対し、不当と認めた時は、評議員会にはかるものとする。
第５条　 予算外の支出または予算超過の支出に当てるため、予備費を設けることができる。
第６条　 出納の経理を明らかにするため、下記の帳簿を備え証書類と共に保管しなけれ

ばならない。
　　　（１）金銭出納簿　　（２）会費納入者名簿　（３）その他の補助簿
第７条　 会務のために出張する者または会務に従事する者に対しては、最低限必要と思

われる旅費及び行動費を支給することができる。
第８条　 会計は、年度毎に収入支出決算書を作成し、会計検査を受け、その意見書を付

して、総会に提出しなければならない。
第９条　 会計は、総会までに収入予算案を編成し、評議員会の議を経て総会に提出しな

ければならない。
第10条　 会計は、必要に応じ評議員会の議を経て、一会計年度中の一定期間内にかかる

暫定予算を作成し、これを執行することができる。この場合、暫定予算は当該会
計年度の予算が成立したとき、その効力を失う。

第11条　 会計は、必要と認める時は会長の承認を経て、資金前渡を行うことができる。
この場合、事務終了後直ちに精算しなければならない。

第12条　この規則の改正は、評議員会の承認を得なければならない。

１　この規則は、平成30年４月１日より施行する。

旅費及び行動費支給規定
 平成30年４月１日制定

第１条　 この規定は、会計細規則第７条の規定により旅費及び行動費支給に関する必要
な事項を定める。

第２条　 この会の会員及びその他の者で、会長の命令又は要請により会務のため出張す
る者又は会務に従事する者にはこの規定により旅費及び行動費を支給する。

第３条　前条の旅費とは、交通費の実費及び会長が必要と認めた場合の宿泊料とする。
第４条　行動費は日数に応じ、宿泊料は夜数に応じて支給する。
第５条　 交通費は、等級の区分がある場合は最下級のものとし、必要がある場合は急行

及び寝台の料金を加算することができる。
第６条　 交通費実費の計算は目的地までの最短順路によって行う。但し、天災その他や

むをえない事由により順路を変更した場合はその現に経過した経路による。
第７条　宿泊料は実費を支給する。行動費は日額1,000円とする。
第８条　 会長は時宜により旅費及び行動費の一部もしくは全部を支給しないことができる。
第９条　この規定の改正は評議員会の承認を得なければならない。

１　この規定は平成30年４月１日より施行する。
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Ⅰ．運営に関する事項
　１．総会開催
　　　書面にて実施
　２．役員会
　　　５回開催
Ⅱ．教育に関する事項
　　講演会は新型コロナウイルス感染拡大に伴い延期

Ⅲ．調査研究に関する事項
　　会員の活動状況の把握
　　会員の住所録調査とデータ管理
Ⅳ．福祉に関する事項
　　式典（入学式、卒業式）参列並びに祝電送付
　　会員、準会員の慶弔禍福
Ⅴ．出版に関する事項
　１．同窓会誌『ハナミズキ』第７号発行

令和２年度　事業報告

令和２年度　収支決算報告書
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
１．今 年 度 収 入 合 計
　　１）会 費 収 入 1,200,000 1,380,000 ▲180,000 令和２年度入学生138名
　　２）補 助 金 収 入 0 50,000 50,000 﨑元理事長より
　　３）講 演 会 費 0 0 0 研修会非実施のため
２．雑 収 入 100 112 ▲12 銀行利息
３．前 年 度 繰 越 金 12,236,215 12,163,193 ▼73,022

収 入 合 計 13,436,315 13,593,305 ▲156,990
▲：前年予算額より収入増
▼：前年予算額より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
１．懇 親 会 費
　　１） 講演会開催費 0 0 0 研修会非実施のため
　　２） 懇親会開催費 80,000 0 ▼80,000
　　３）福祉費 35,000 4,400 ▼30,600 電報代、大学行事参加経費
２．会 議 費 　
　　１）役員会会議費 65,000 31,000 ▼34,000
３．事 務 費 　
　　１）備品費 50,000 770 ▼49,230 事務用品（パソコンソフト含む）
　　２）消耗品費 10,000 0 ▼10,000 事務用品
　　３）通信費・印刷費 700,000 694,164 ▼5,836 第７号ハナミズキ、研修会案内の発送
４．拠 出 費 50,000 0 ▼50,000 同窓会連合会年会費
５．予 備 費 1,000 0 ▼1,000 銀行手数料など

支 出 合 計 991,000 730,334 ▼260,666
▲：前年予算額より支出増
▼：前年予算額より支出減
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Ⅰ．運営に関する事項
　１．総会開催
　　　書面にて実施予定
　　　＊新型コロナウイルスの感染対策のため
　２．役員会
　　　20回開催する見込み
Ⅱ．教育に関する事項
　１．講演会開催
　　　９月５日（日）　オンラインにて開催

Ⅲ．調査研究に関する事項
　１．会員の活動状況の把握
　２．会員の住所録調査とデータ管理
　　　名簿管理を小野高速印刷へ委託
Ⅳ．福祉に関する事項
　１．式典（入学式、卒業式）参列並びに祝電送付
　２．会員、準会員の慶弔禍福
Ⅴ．出版に関する事項
　１．同窓会誌『ハナミズキ』第８号発行
　２．リハビリテーション学科同窓会ホームページの創設

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

令和３年度　事業計画・予算案審議

令和３年度　収支予算（案）

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考
１．今 年 度 収 入 合 計
　　１）会 費 収 入 1,200,000 1,200,000 0 令和３年度入学生120名（40人×３専攻）
　　２）補 助 金 収 入 0 250,000 ▲250,000 学校法人銀杏学園250,000円
　　３）講 演 会 費 0 450,000 ▲450,000 参加費未定
２．雑 収 入 100 100 0 銀行利息
３．前 年 度 繰 越 金 12,236,215 12,445,315 ▲209,100

収 入 合 計 13,436,315 14,345,415 ▲909,100
▲：前年度予算額より収入増
▼：前年度予算額より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考
１．懇 親 会 費
　　１） 講演会開催費 0 750,000 ▲750,000 謝礼金：210,000円×２人
　　２） 懇親会開催費 80,000 50,000 ▼30,000 懇親会費
　　３）福祉費 35,000 35,000 0 電報代、大学行事参加経費
２．会 議 費
　　1）役員会会議費 65,000 65,000 0
３．事 務 費
　　１）備品費 50,000 50,000 0 事務用品（パソコンソフト含む）
　　２）消耗品費 10,000 10,000 0 事務用品
　　３）通信費・印刷費 700,000 550,000 ▼150,000 第８号ハナミズキ、研修会案内の発送
４．拠 出 費 50,000 50,000 0 同窓会連合会年会費
５．予 備 費 1,000 1,000 0 銀行手数料など

支 出 合 計 991,000 1,561,000 ▲570,000
▲：前年度予算額より支出増
▼：前年度予算額より支出減

リハビリテーション学科同窓会
ホームページ開設準備中

研修会案内や活動報告のため、
ホームページの開設を準備中です。

情報収集の一つとして、ぜひご利用ください。
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名前・住所の変更があった方は、小野高速印刷までご連絡をお願いします。
変更前の氏名・住所と変更後の氏名・住所を合わせてご連絡ください。

小野高速印刷（株）熊本営業所
熊本県熊本市中央区上水前寺１丁目12－12　第二コーポ・アベリア１Ｆ
連絡先　Tel：096－382－1177　　　E-mail：kumamoto@ohp.co.jp

名前・住所の変更

今までレストランとして使用していたスペースを改装し、３月31日から図書館となりました。開放的で
居心地のよい空間となっています。学生達がグループワークやプレゼンテーションを積極的に行える空間
づくりを目的としています。

新図書館が完成しました！

監事：木戸拓耶、有木千華

顧問：鏑木先生（ＰＴ）
　　　吉田先生（ＯＴ）
　　　大塚先生（ＳＴ）

総　会

評議委員会（審査機関）

会　長：笹本陵太
副会長：岡本なお
評議員：岡村昇悟、原本愛理奈
　　　　入田真由子、澤田彩夏
会　計：増田慧太、小川明日香

常任委員会（業務執行機関）

事務局 顧問：吉田先生

【庶務部・企画部】
本部栞、笹本陵太、高塚夏美
古澤ゆい、小川明日香、荒牧千絵

学術局 顧問：鏑木先生、大塚先生

【学術研修部・研究発表部】
佐藤滉一郎、岡本なお、山本亮太
増田慧太、宮城姫名子

令和３年度　リハビリテーション学科同窓会役員編成


